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新
し
く
で
き
た
申
告
制
度
し

一l

時
畏

県
民

り

一
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
七

年
度
か
ら
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
前

年
中
(
昭
和
三
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
)
に
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
っ
た
場
合
は
町
民
税
県
民
税
の
計
算
に
必

要
な
次
の
こ
と
が
ら
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た

但
し
、
給
与
所
得
者
で
も
給
与
の
支
払
い
を
す
る
者
が
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
個
人

が
申
告
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
前
年
の
所
得
の
金
額

二
、
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
で
き
る
こ
と
が
ら

一
二
、
税
金
か
ら
控
除
で
き
る
こ
と
が
ら

四
、
そ
の
ほ
か
必
要
な
こ
と
が
ら

玉
、
給
与
所
得
以
外
と
は
商
業
、
工
業
、
農
業
、

医
業
、
漁
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や

山
林
そ
の
他
の
資
産
を
譲
渡
し
た
人
、
又
は
地

代
、
家
賃
、
配
当
、
日
雇
賃
金
な
ど
の
所
得
を

有
す
る
方
で
す
。

1~草の

地方税法の大rtJ改正
ニ
、
申
告
期
限
は
毎
年
三
月
ニ
十
日

で
す
由
・
告
書
は
次
の
要
領
で
提
出

し
て
下
さ
い

同二f昭和37年2月20日

て
申
告
書
と
申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
用

紙
は
役
場
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
一
二
月

十
日
ま
で
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
し
ま
す

二
、
申
告
内
容
は
申
告
書
の
書
ぎ
方
を
よ
く
読
ん

で
正
直
に
書
き
入
れ
て
下
さ
い
。

一
二
、
初
め
て
行
う
申
告
で
す
か
ら
、
正
し
い
申
告

書
と
な
る
よ
う
前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
方
に
は
役
場
で
調
査
し
た
資
料
に
も
と
。
つ

い
て
所
得
額
や
税
額
の
標
準
を
別
紙
に
記
載
し
て

申
告
用
紙
と
と
も
に
送
り
ま
す
か
ら
、
自
己
の
計
算
に
よ
る
所

得
額
と
を
よ
く
照
合
し
て
必
要
欄
へ
書
き
入
れ
て
下
さ
い
。

四
、
役
場
か
ら
送
付
し
た
標
準
額
に
つ
い
て
異
議
の
な
い
方
は

申
告
書
に
名
前
を
書
、
ぎ
印
を
お
し
て
区
長
さ
ん
に
出
し
て
下

さ
い
。
な
お
異
議
や
質
疑
の
あ
る
方
は
三
月
二
十
日
以
後
各

地
区
に
係
員
が
出
張
し
て
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
か
ら
、
必

ず
申
告
書
と
印
鑑
、
そ
の
他
参
考
書
類
を
持
っ
て
来
て
下
さ
-

ぃ
。
又
申
告
相
談
を
行
う
日
程
は
回
覧
板
や
有
線
放
送
で
連

絡
し
ま
す
。

玉
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必
要
と
す
る
方
は
、
例
年
の
通
り

税
務
署
の
申
告
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
当
日
町
県

民
税
も
同
時
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
税
務
署
よ
り
通
知
を
受
け
ら
れ
た
方
は
印
鑑
と
申

告
書
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い
。

六
、
事
業
所
得
者
で
所
得
税
は
か
i
ら
な
い
が
事
業
税
の
対
象
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愛媛県喜多郡

長浜町役場
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岸本印刷所

20髄です

町民税県民税事業税の

申告期限は

印刷所

に
な
ら
れ
た
方
は
、
事
業
所
得
分
に
つ
い
て
は
事
業
税
標
準

額
に
よ
る
こ
と
i
な
り
ま
す
。

七
、
役
場
か
ら
所
得
鋲
の
標
準
を
別
紙
で
届
け
な
い
方
は
、
均

等
割
の
み
の
税
額
と
な
り
ま
す
。
と
の
方
は
申
告
書
に
住
所

氏
名
を
記
入
し
、
印
を
お
し
て
区
長
さ
ん
に
出
し
て
下
さ
い

な
お
こ
の
場
合
で
も
所
得
額
が
九
万
円
を
こ
え
る
と
き
は
そ

の
所
得
額
を
必
要
欄
に
書
い
て
下
さ
い
。

=
一
、
三
月
ニ
十
日
ま
で
に
申
告
さ
れ
た
方
は
所

得
金
額
又
は
税
額
の
計
算
に
つ
い
て
次
の
控

除
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

(
今
年
に
限
り
申
告
の
指
導
期
間
中
は
三
月

二
十
日
の
期
限
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て

取
扱
わ
れ
ま
す
)
尚
後
日
に
お
い
て
申
告
せ

ら
れ
た
所
得
額
に
つ
い
て
脱
漏
等
を
発
見
し

た
場
合
は
所
得
額
を
更
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

て
町
民
税
の
控
除

。
基
礎
控
除
九
万
円
(
所
得
よ
り
控
除
さ
れ
ま
す
)

。
扶
養
控
除
-
人
に
つ
ぎ
こ

O
O円
(
税
額
よ
り
控
除
さ
れ

ま
す
)

@
専
従
者
控
除
所
得
税
で
青
色
申
告
を
行
っ
た
方
は
一
人

に
つ
き
四

O
O円
、
所
得
税
で
白
色
申
告
を
行
っ
た
方
は

一
人
に
つ
き
三

O
O円
、
納
税
義
務
者
が
障
害
者
で
あ
る

扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
一
人
に
つ
ぎ
四

O
O円
F

又
納

税
義
務
者
が
障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦
、
勤
労
学
生
等
で

あ
る
場
合
は
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
四

O
O円

二
、
所
得
税
の
か
i
ら
な
か
っ
た
方
も
白
色
申
告
と
同
様
の
取

扱
い
が
な
さ
れ
ま
す
。

二
一
、
県
民
税
の
控
除

wv
所
得
か
ら
控
除
、
ぎ
れ
る
も
の

。
基
礎
控
除
九
万
円

。
専
従
者
控
除
所
得
税
で
青
色
申
告
を
行
っ
た
方
は
一
人

に
つ
§
八
万
円
以
内
、
所
得
税
で
白
色
申
告
を
行
っ
た
方

は
一
人
に
つ
ぎ
五
万
円
以
内

。
扶
養
控
除

め
扶
養
細
川
族
が
一
人
の
場
合
七
万
円
(
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
五
万
円
を
こ
え
る
配
偶
者
が
あ
る
と
き
は
五
万
円
)

@
挟
養
親
族
が
一
人
を
こ
え
る
場
合
右
に
掲
げ
る
金
額
に
そ

の
こ
え
る
挟
養
親
族
一
人
ご
と
に
三
万
円
を
加
え
た
金
額

。
雑
損
控
除

。
伝
療
費
径
除

。
社
会
保
険
料
控
除

。
生
命
保
険
料
控
除

所
得
税
に
お
け
る
控
除
額
計
算
の
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金

額
、
但
し
専
従
者
控
除
の
あ
る
方
は
所
得
税
と
控
除
額
が
異
な

る
た
め
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
所
得
税
と
異
な

っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

V
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
も
の

。
納
税
義
務
者
が
障
害
者
で
あ
る
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
は

一
人
に
つ
い
て
四

O
O円
、
納
税
義
務
者
が
障
害
者
、
老
年

者
、
寡
婦
、
勤
労
学
生
等
で
あ
る
場
合
は
納
税
義
務
者
に
つ

い
て
四

O
O円

四
て

申
告
を
し
な
か
っ
た
者
の
取
扱
い
に
つ
い

一
、
申
告
を
し
な
か
っ
た
方
は
各
種
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
さ
な
い
た
め
、
そ
れ
だ
け
多
額
の
税
金
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
叉
故
意
に
申
告
を
怠
っ
た
方
は
、
過
料
に

処
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
必
ず
三
月
二
十
日
ま
で
に
申
告
し
て
下

支」い。

五
、
一
般
用
(
簡
易
申
告
書
)
以
外
の
申
告
書

に
よ
っ
て
申
告
を
要
す
る
方
は
次
の
よ
う
な

人
々
で
す

一
、
昭
和
三
十
六
年
中
の
所
得
額
が
百
万
円
を
こ
え
る
方
で
、

こ
の
該
当
者
に
は
別
に
(
施
行
規
則
第
五
号
の
四
様
式
)
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
。

二
、
給
与
所
得
者
で
昭
和
三
十
六
年
中
に
所
得
の
法
定
限
度
額

を
こ
え
る
医
療
費
の
支
出
が
あ
っ
た
方
で
、
領
収
証
等
証
滋

書
類
の
あ
る
方
(
給
与
所
得
者
用
医
療
費
技
除
申
告
書
)

一
二
、
給
与
所
得
者
で
昭
和
三
十
六
年
中
又
は
前
年
前
コ
一
年
以
内

の
各
年
に
生
じ
た
火
災
と
か
盗
難
等
の
雑
損
失
の
あ
っ
た
方

で
事
実
を
証
す
る
証
遺
書
類
の
あ
る
方
(
給
与
所
得
者
用
雑

損
控
除
申
告
書
)
(
給
与
所
得
者
用
繰
越
控
除
申
告
書
)

六
、
申
告
書
の
記
載
要
領
に
つ
い
て

て
く
わ
し
い
と
と
は
申
告
書
が
届
い
て
か
ら
申
告
書
の
記
載

要
領
を
御
覧
下
さ
い
。
な
お
疑
問
な
点
は
町
役
場
税
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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は町
内
の
小
売
屈
で

買
い
ま
し
ょ
う

弘司

lま

私
等
は
町
内
で
買
っ
た
た
ば
こ
で

町
へ
た
ば
こ
消
費
税
を
納
め
て
い
る

の
で
す

申告した場合と申告しなかった場合の比較

(計算例)50万円の普通所得で事業専従者2人扶養親族4人(内l人障害者)医療費支出額5万円

(内うめられた保険金|万円〉国民健康保険税|万5千円生命保険料3万円の場合

得
円

所
。

税
n
J

課
叩一一

除
円ェ凶

↓

2
n
u
 

A
A

ロ
基
叩

場

ト

-

-

』

川

山

-lJ

目
ヨ
リ

n
u

七
回
M
M

生
同
総
回

申

町民税

申告しなかった場合

総所得 基礎控除 課税所得
500.000円 90，000円=410.000円

6.8 専従者控除 扶養控除
410.000円×一一=21.840円一 (300円x2)-(200円x4)一

100 

6.8 所得割均等割 町民税
410円x ~~~ =21 840+ 300円=22.140円

100 

障害者控除 所得割 均等割町民税
(400円x1)=20.040円+300円ニ20.340円

県民 税

緑、所得 基礎控除課税所得
500.000円 90000円=410.000円

T 

-

総所得 専従者控除 控除後所得
500.000円一 (50.000円x2)=400.000円

医療費控除 社会保険控除
40(l.uOO円一(500.000円一10.000円 20.000円)一15.000円一

{ 生命保険料控除 } + 15.000 pj } 扶養控除(30.000-15.000) x一一+15.000円Iー (70.000円+

主主礎控除 課税所得
30 000円x3)← 90000円=92.500円

0.8 所得害IJ障害者均等割県民税
92 500円 x-';';';:=73u円-400円十100円=430円

H]O 

20.77日円町県民税年税額

27.即日円-20770円=6.830円

⑮差引申告をした場合は6.830円税額が安くなります

大字長浜.大字仁久.大字青島(
大字黒田.大字沖浦 i 

⑮喜多灘出張所 大字今坊 { 
⑨)櫛生出張所 大字櫛生.大字須沢 j 
⑮大和出張所 大字上老松.大字下須戒〉

大字穂積.大字豊茂.大字)
大越の一部 1 
大字白滝.大字柴.大字戒 i
川.大字大越 ' 

事
業
税

(
県
税
)

て
事
業
税
に
つ
い
て
も
改
正

が
行
わ
れ
新
し
く
申
告
制
度
が

で
ぎ
ま
し
た
か
ら
県
事
務
所
へ

申
告
し
て
下
さ
い
。

二
、
事
業
税
の
か
L
る
方
は
次

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
々
で

す。第
一
耳
砲
事
業
(
商
業
、
製
造
業

請
負
業
な
ど
)

第
二
種
事
業
(
草
川
産
業
)

第
三
種
事
業
(
医
業
、
理
容
業

美
容
業
、
弁
護
士
業
な
ど
)

三
、
事
業
税
も
申
告
を
し
な
い

と
次
に
掲
げ
る
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
事
業
専
従
者
控
除
(
両
得
税

で
青
色
刷
舎
を
行
っ
た
方
は
一

一
人
に
つ
含
八
万
円
以
内
、
白
色

も
申
告
を

の
場
合
一
は
五
万
円
以
内
)

①
損
失
の
繰
越
控
除
(
前
年
前

三
年
間
に
お
け
る
所
得
の
計
算

上
生
じ
た
損
失
「
純
損
失
被
災

た
な
卸
資
産
の
損
失
及
び
雑
損

失
」
で
、
前
年
ま
で
に
控
除
さ

れ
な
か
っ
た
部
分
の
人
主
額
。
但

し
純
損
失
の
繰
越
控
除
に
つ
い

て
は
所
得
税
青
色
申
告
者
に
限

る
)

①
雑
損
控
徐
(
火
災
、
風
水
害

な
ど
の
災
害
や
盗
難
に
よ
っ
て

直
接
事
業
に
用
ら
れ
る
事
業
用

資
産
に
損
害
を
受
け
た
と
き
「

そ
の
損
害
の
金
額
が
事
業
の
所

得
金
額
の
十
分
の
一
の
額
を
こ

え
る
と
ま
に
限
る
」
の
金
額
)

1.6所得割 均等割県民税
410.000円×一一一=5360円+100円 =5460円

100 

27.600円町民税年税額

昭和37年度固定資産の評価額が決定しましたの
で、規定により3月!日から20日まで20日間長浜
町役場及び各出張所において縦覧に供します。
縦覧は無料でありますから該当資産のある方は
自由に縦覧して下さい。なお縦覧の場所は本人
が居住されている地区の大字別となっておりま
す

⑮長浜本庁

個定資産税台帳の縦覧

⑮白滝出張所
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町
議
会
常
任
委
員
会
構
成

O
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委
員
長
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長
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今
年
五
月
か
ら
増
額

【
渡
辺
】
「
都
の
お
知
ら
せ
が

今
朝
新
聞
に
入
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
今

年
か
ら
父
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
に
児
童
扶
養
手

当
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
・

な
ん
か
一
人
の
場
合
は
八
百
円

い
た
2
け
て
、
子
供
が
二
人
に

な
る
と
千
二
百
円
、
一
二
人
以
上

の
場
合
は
一
人
に
つ
い
て
二
百

円
加
わ
る
と
い
う
の
で
す
ね
。

と
れ
だ
と
子
供
が
多
く
な
る

と
扶
養
手
当
が
逆
に
少
な
く
な

の
所
得
が
十
三
万
円
に
児
童
ご
は
平
等
に
扱
う
べ
き
だ
と
患
い

人
に
つ
き
三
万
円
を
加
算
し
た
一
ま
す
ね
。

額
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
な
一
た
ど
お
妾
さ
ん
の
主
人
が
妾

い
わ
け
で
す
ね
o

-

一
宅
に
入
ぴ
た
っ
て
栄
耀
栄
華
を

【
黒
木
】
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
一
し
て
い
る
場
合
は
、
や
は
り
今

で
、
い
ま
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
一
度
の
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭

十
三
万
円
は
、
と
の
五
月
か
ら
‘
一
の
福
祉
を
呂
的
に
し
て
い
る
の

の
手
当
の
分
か
ら
十
五
万
円
に
一
で
す
か
ら
、
辞
退
し
て
い
た
主

改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
の
所
一
く
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
思
う

得
は
税
金
の
か
L
る
収
入
だ
け
一
の
で
す
が
ね
。

を
目
標
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
一
役
場
に
申
し
こ
ん
で

で
す
か
ら
税
金
の
か
L
ら

な

一

郵

便

局

で

支

給

い
収
入
は
対
象
に
な
ら
な
い
と
一

一
門
渡
辺
】
と
う
い
う
手
当
が
で

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
一

一
ぎ
て
も
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
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い
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じ
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活

力

の

あ

る

人

で
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本

当

に
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ノ
ご
一
っ
て
い
る
人
が
却
っ
て
ぼ
ん
や

J
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一
と
れ
を
な
ん
と
か
徹
底
し
な

児

童

扶

養

手

当

一

ぃ

p
i社
会
福
祉
協
議
会
に

f
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、f・
一
一
は
婦
人
団
体
も
入
っ
て
お
り
ま

っ

て

い

ま

す

が

:

・

・

一

税

金

の

か

L
る
も
の
だ
け
が
一
す
か
ら
、
こ
れ
を
通
じ
て
広
く

【
黒
木
】
共
通
の
経
費
も
あ
り
一
対
象
と
な
る
の
で
、
そ
こ
で
お
一
'
知
っ
て
い
た
ど
ま
た
い
と
考
え

ま
す
か
ら
、
こ
う
い
う
と
と
に
一
妾
さ
ん
の
子
供
の
場
合
が
問
題
一
て
お
り
ま
す
。

し
た
の
で
す
が
:
・
し
か
し
、
い
一
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
一
ま
た
早
速
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ

か
に
も
と
れ
で
は
安
す
ま
る
と
一
つ
ま
り
お
妾
さ
ん
の
手
当
は
一
て
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
ど

い
う
こ
と
で
、
こ
の
五
月
か
ら
一
税
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
一
く
た
め
の
方
法
を
と
っ
て
お
り

一
人
の
場
合
の
千
二
百
円
を
千
一
し
か
し
多
額
の
手
当
が
出
る
場
一
ま
す
。

四
百
円
、
三
人
以
上
の
子
供
の
一
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
一
【
渡
辺
】
と
の
扶
養
手
当
の
申

場
合
の
二
百
円
を
今
度
は
四
百
一
【
渡
辺
〕
お
妾
さ
ん
の
場
合
は
一
し
こ
み
に
、
な
に
か
難
し
い
と

円
加
算
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
一
厭
に
な
れ
ば
捨
て
ら
れ
る
可
能
一
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

た

。

-

一

性

も

あ

り

ま

す

か

ら

ね

。

一

門

黒

木

〕

各

市

町

村

の

役

場

に

円
渡
辺
】
そ
れ
は
よ
か
っ
た
で
一
【
黒
木
】
そ
う
、
実
に
不
安
定
一
申
し
込
め
ば
、
そ
の
県
の
知
事

す
ね
。
そ
れ
で
と
の
場
合
に
、
一
な
状
態
で
す
か
ら
ね
。
一
が
、
そ
の
申
請
に
よ
っ
て
資
格

母
親
又
は
児
童
と
同
居
し
て
こ
一
と
に
か
く
子
供
自
身
に
は
関
一
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
、

れ
を
扶
養
し
て
い
る
人
の
前
年
一
係
の
な
い
こ
と
で
す
し
、
子
供
一
資
格
あ
り
と
認
め
た
人
に
扶
養

談4険対
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(厚生省児童局長)

手
当
を
支
給
す
る
わ
け
で
す
。

そ
の
知
事
の
決
定
が
不
服
の

場
合
は
、
県
当
局
に
訴
え
る
と

と
も
出
来
る
し
、
厚
生
大
医
に

訴
え
る
と
と
も
出
来
ま
す
。

【
渡
辺
】
あ
ま
り
手
続
き
が
難

か
し
い
と
、
そ
れ
で
お
っ
く
う

に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
よ

う
で
す
ね
。

そ
れ
に
お
役
所
に
行
く
こ
と

を
田
舎
の
人
は
殊
に
お
っ
く
う

が
る
よ
う
で
す
が
:
・
... 

【
黒
木
】
し
か
し
、
今
度
の
は

役
場
に
行
つ
で
申
告
し
て
、
支

払
い
は
最
寄
の
郵
便
局
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
か
ら

簡
単
で
す
。

そ
の
手
続
ぎ
の
わ
か
ら
な
い

人
は
、
民
生
委
員
な
ど
に
相
談

す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

【
渡
辺
】
こ
の
扶
養
手
当
を
受

け
る
条
件
は
、
父
母
が
婚
姻
を

解
消
し
た
の
ち
父
と
生
計
を
別

に
し
て
い
る
時
と
、
そ
れ
か
ら

父
が
死
ん
だ
り
、
癒
疾
、
も
し

く
は
生
死
が
わ
か
ら
な
い
時
。

そ
れ
か
ら
、
父
が
引
続
き
一
年

以
上
家
庭
を
か
え
り
み
な
い
時

な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ね
。

【
黒
木
】
え
え
、
そ
の
父
と
い

う
の
は
、
と
れ
は
婚
姻
の
届
出

を
し
て
な
く
て
も
、
母
と
事
実

上
の
婚
姻
関
係
に
な
り
た
男
、

つ
ま
り
内
縁
の
夫
で
も
い
い
わ

け
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
お
父
さ
ん
が
わ

か
ら
な
い
子
供
i
捨
子
な
ど
に

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
子
供
が
義
務
教
育
修

了
前
で
、
母
が
と
の
子
供
を
監

督
保
護
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ

か
ら
母
が
な
い
場
合
に
他
人
が

こ
の
子
供
を
養
育
し
て
い
る
場

合
に
も
支
給
さ
れ
る
わ
け
で
す

【
渡
辺
】
そ
う
す
る
と
児
童
施

設
の
子
供
は
支
給
さ
れ
な
い
わ

け
で
す
ね
。

【
黒
木
】
そ
こ
に
欠
格
条
件
と

い
い
ま
す
か
、
と
も
か
く
も
母

ゃ
あ
る
い
は
子
供
が
年
金
を
も

ら
っ
た
り
、
児
童
が
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は

施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場
合

な
ど
に
は
、
今
度
の
扶
養
手
当

は
支
給
さ
れ
な
い
の
で
す
。

近
代
的
か
け
こ
み
寺

母
子
福
祉
セ
シ
タ

l

【
渡
辺
】
子
供
一
人
の
場
合
は

八
百
円
で
す
が
、
こ
れ
を
毎
月

と
り
に
行
く
の
は
、
ち
ょ
っ
と

大
変
で
す
ね
。
お
母
さ
ん
が
働

い
て
い
る
場
合
な
ど
は
ね
。

【
黒
木
】
い
や
、
こ
れ
は
年
に

三
回
支
給
さ
れ
る
の
で
す
。

普
通
な
ら
ば
一
月
、
五
月
、

九
月
に
と
り
に
行
く
の
で
す
が

昭
和
三
十
七
年
だ
け
は
、
三
月

五
月
、
九
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四

九
一
一
γず
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ヶ
月
分
を
ま
と
め
て
出
す
わ
け

で
す
。円

渡
辺
】
あ
L
、
そ
う
で
す
か

ま
と
め
て
も
ら
う
の
な
ら
ば
、

こ
れ
で
大
分
助
か
り
ま
す
ね
。

毎
月
八
百
円
だ
と
な
ん
か
少

な
い
よ
う
だ
け
ど
、
ま
と
ま
る

と
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
ね
。

【
黒
木
M
資
格
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
ま
す
と
、
役
場
を
通
じ
て

所
定
の
証
書
を
く
れ
ま
す
か
ら

そ
れ
を
郵
便
局
の
窓
口
に
出
せ

ば
い
い
の
で
す
。

【
渡
辺
】
私
、
郵
便
局
で
貫
え

る
と
い
う
の
が
気
に
い
っ
ち
ゃ

っ
た
。
お
役
所
に
買
い
に
行
〈

と
い
、
フ
の
は
ち
ょ
っ
&
:
:
:

そ
れ
に
郵
便
局
な
ら
、
な
に

か
自
分
の
貯
金
し
た
も
の
を
貰

い
に
行
く
よ
う
な
気
持
に
な
る

で
し
ょ
う
か
ら
ね
。

【
黒
木
】
そ
れ
か
ら
一
方
に
母

子
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
活
用
し

な
が
ら
こ
の
扶
養
手
当
で
返
え

す
方
法
も
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
将
来
の
こ
と
で
す
か

ら
ね
。【

渡
辺
】
母
子
福
祉
資
金
と
い

う
の
は
・
:
:
?

【
黒
木
】
と
れ
は
商
売
を
す
る

と
か
、
そ
れ
か
ら
子
供
の
入
学

と
か
、
住
宅
を
増
改
築
す
る
場

合
な
ど
に
借
り
ら
れ
る
わ
け
で

す。
【
渡
辺
】
だ
が
、
そ
れ
を
借
り

て
、
こ
の
八
百
円
の
扶
養
手
当

で
返
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

今
度
の
扶
養
手
当
を
受
け
る

対
象
は
、
大
休
ど
の
く
ら
い
あ

り
ま
す
か
?

門
黒
木
】
二
十
万
件
ぐ
ら
い
じ

ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
ね
。
は
っ
き
り
し
た
数
字

は
ま
だ
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
渡
辺
】
こ
う
や
っ
て
子
供
が

だ
ん
/
¥
大
事
に
さ
れ
る
こ
と

は
、
な
ん
か
と
て
も
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

お
母
さ
ん
が
生
活
に
困
る
と

子
供
を
引
連
れ
て
死
ん
で
し
ま

う
こ
と
は
や
り
き
れ
な
い
と
と

で
す
が
、
親
で
も
子
供
が
な
ん

と
か
な
る
と
、
死
な
L
い
で
済

む
と
思
い
ま
す
ね
。

【
黒
木
〕
そ
れ
か
ら
母
子
福
祉

セ
シ
タ
ー
を
今
度
か
ら
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
れ
は
近
代
的
な
か
け
こ
み

寺
で
す
ね
。

た
と
え
ば
夫
婦
別
れ
を
す
る

よ
号
な
場
合
に
、
ど
こ
に
も
相

談
に
行
け
な
い
場
合
は
、
母
子

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、
冷

却
期
間
を
そ
と
で
送
る
と
い
う

こ
と
に
し
た
ら
、
と
い
う
と
と

な
ん
で
す
が
:
:

【
渡
辺
】
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
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三望久警 世

佳 博龍安 治水吉代宣好 重ニ ー 康孝忠素久俊博三信義
忠全 文 雄生 三重 没幸吉昭明 徳郎薫茂郎 iEーーで智直光一郷郎撲春

亡出櫛喜 大 白 山本生
三長 長 長三多二二長五長二 二二長三二 長長二二二二長三三長長
女女海女生女女灘女男女女男男和女女女男男滝男女男女男女女女女男女庁
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カ
ー
ツ
と
な
っ
た
時
な
ん
か
、

か
け
こ
む
と
こ
ろ
が
あ
る
と
随

分
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

新
聞
な
ん
か
で
親
子
心
中
を

み
る
と
、
本
当
に
や
り
き
れ
な

い
患
い
を
し
ま
す
。

大
人
は
自
分
で
考
え
て
死
ぬ

が
、
子
供
は
何
も
知
ら
な
い
の

で
す
か
ら
ね
。

子
供
の
道
連
れ
は
厭
で
す
ね

【
黒
木
い
で
す
か
ら
、
そ
う
い

う
こ
と
を
少
な
く
す
る
よ
う
に

我
々
は
努
力
し
て
い
る
ん
で
す

品

μ...• 
【
渡
辺
】
次
代
を
に
な
う
子
供

た
ち
が
幸
せ
に
育
つ
こ
と
が
出

来
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
御
努

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す。
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

所得税の確定申告と納税は

2月16日から3月15日まで

3月 15日の期限までに申告をしなければ、当然受けられる各種
の控除が認められなくなり不利になります。

納税についても期限 (3月15IJ) を過ぎますと利子税(日歩3銭)延
滞加算税(日分3銭)が加算されます。それぜなるべく早自に申告を
すませ納税についても期限におくれないよう早自に納付しましょう

なお税務署では確定申告による納税額を、一時に納付出来ない事
情がある場合は、徴牧猶予の規定があります。このためこれ等の手
続きや納税などについて相談に応ずることになっておりますので、
遠慮なく御利用下さい。

また確定申告をすれば税金の払戻を受けられる方は、早自に払戻

のための確定申告書を提出して下さい。でなければ事務のふくそう
等で己むを得ず還付金の支払いがおくれることになります。、

(大淵税務署)
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